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オーストラリアで行われた授与式に本市農林農地課職員（左から２番目）が出席
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岡
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　香貫山の紅葉を眺めるなど、秋の訪れを感じながらぬ
まづ観光ボランティアガイドと内膳堀ウォークを楽しみ
ませんか。
と　き　11 月 26 日㈯、９時～ 12 時（雨天中止）
受　付　８時 30 分～９時に市民文化センター
コース　 市民文化センター～内膳生誕碑～霊山寺～内膳

堀通り～内膳堀跡碑～堰下公園～香貫用水取水
場～市民文化センター

持ち物　飲み物、帽子
※当日、直接受付へどうぞ。
※公共交通機関でお越しください。
ぬまづ観光ボランティアガイド　前田さん　
　☎090-5859-9763
観光戦略課　☎055-934-4747

　香貫用水の世界かんがい施設遺産登録を記念して、施
設の概要や用水路の変遷についてまとめた香貫用水のパ
ネル展を開催します。
と　き　 11 月 21 日㈪～ 30 日㈬
ところ　市役所１階多目的スペース
農林農地課　☎055-934-4752

世界かんがい施設遺産 香貫用水 パネル展

秋の内膳堀ウォーク

　香貫用水は内膳堀と呼ばれるメインの水路とそこ
から分岐する細かな水路から構成されています。
　1620 年以前まで香貫地区の農業は降雨と溜池の
みを水源としており、慢性的な水不足に悩まされて
いました。そこで、香貫に住んでいた植田内膳が狩
野川から取水して用水路をつくる計画を立てました。
　工事では取水のため、石

いしぜ き

堰を築いて低かった狩野
川の水位を高めたり、砂土の用水路に水が染み込む
のを防ぐため、地盤に灰を混ぜ合わせるなど、時に
は命の危機に瀕しながらも数々の試練を乗り越えて
引水に成功しました。以後香貫地区では干ばつがな
くなり、「香貫二千石」といわれた農業発展の礎とな
りました。
　現在では、かんがい用水としてだけでなく、大雨
時等の排水路として災害から地域を守る役割も果た
す等、香貫用水は形を変えながら、今日まで約 390
年の間、地域において脈々と引き継がれています。

★写真地点


